
「泥だんご作り」挑戦

辰巳 萌佑子
（石ころクラブ　泥だんご・くれよんグループ）

　石ころクラブのなかで、それぞれがテーマを決めて取り組むことになったとき、メンバーの
中から「泥だんご」の話が出た。
　確かに、小学校の時（４・５年前）に遊びでよく作っていたが、光り輝く泥だんごなどを作っ
ていたわけではない。また、以前テレビで、光り輝く泥だんごを研究している人とだんごを見
たことがあり、確かに違うもののように光っていたが、本当に作ることができるのか半信半疑
であった。そこで、メンバーから話が出たとき本格的ないわゆる光輝く『泥だんご』を作って
みたくなった。
　工程といっても特別な作り方があるわけではない。土にまず水を混ぜ泥状にしたものを丸め
て芯にしていった。土は学校の運動場の土がよいと良く言われているらしいが、とりあえず
「人博」周辺の土を使った。後は、次ページに示した手順で作っていく。
　最終的にツルツルピカピカの『泥だんご』を作ることが出来たが、特に以下の２点が今回成
功したポイントではないかと思う。
　①　芯を作る工程で、土を何段階かのふるいにかけてきめをそろえたことである。こうする

ことで異型物もなく、うまく球体に固めることができたのではないかと思う。
　②　製作は夏頃からはじめた。芯は泥をつけ乾かしての繰り返しで好みの大きさにしていく

のであるが、この乾かす段階で屋外に放置しておくと今までは割れ目ができてうまくいか
なかったが、今回は乾燥するのにタッパの中に入れっぱなしにしておいた。このことが、
夏場の急激な乾燥を防ぎ芯まで徐々に乾燥していったので割れることなく球体が保たれた
のではないかと思う。

　一つ、残念なことは、芯が出来上がった段階でもう少し表面を整えておけばよかった。ツル
ツルピカピカにするためには芯の表面のでこぼこを出来るだけなくすことで輝きがちがう。
　ちなみに、完成した『泥だんご』は少々のことでは落としても割れないほど硬い。真ん中が
どうなっているのか半分に割ってみたい気もする。
　いままで、泥だんごは子供の遊びの一部としか考えていなかったが、今回作ってみてけっこ
う奥が深かった。今後いろいろな色の土で作ってみたいと思う。 
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泥ダンゴ作りの工程




